
  

 

 
 
 

 遅くなりましたが、現在活躍中の後期委員会のメンバーを紹介します！ 

皆さん、どうぞよろしくお願いします。 

 

生徒会 会長    B 組 Ｏ．Ｒ 

    副会長   D 組 Ｋ．Ｓ 

    本部役員  D組 Ｔ．Ｒ   E 組 Ｓ．Ｈ 

 

来週の予定 ８：２５までに席に着き、読書を開始しましょう  

１１月 ４日 月 振替休日 

１１月 ５日 火 ① ～ ⑤ 通常授業  専門・中央委員会  定期考査１週間前 

１１月 ６日 水 ① ～ ④ ４５分授業  午後カット 

１１月 ７日 木 ① ～ ⑥ 通常授業  わくわく自習室 

１１月 ８日 金 ① ～ ⑥ 通常授業   

 

★ 裏面に合唱コンクールの作文を載せました。ご覧ください。 

 

委員 A B C D E 

学級 Ｔ．Ｔ 

Ｗ．Ｍ 

Ｓ．Ｋ 

Ｍ．Ｎ 

Ｙ．Ｒ 

Ｋ．Ｓ 

Ｍ．Ｙ 

Ｏ．Ｋ 

Ｍ．Ｓ 

Ｓ．Ｍ 

生活 Ａ．Ｋ 

Ｋ．Ｒ 

Ｓ．Ｓ 

Ｓ．Ｓ 

Ｓ．Ｓ 

Ｔ．Ｒ 

Ｙ．Ｅ 

Ｓ．Ｍ 

Ｕ．Ｋ 

Ｓ．Ｋ 

保健 Ｋ．Ｓ 

Ｓ．Ｈ 

Ｓ．Ｉ 

Ｗ．Ｍ 

Ｔ．Ｋ 

Ｕ．Ｈ 

Ａ．Ｙ 

Ｈ．Ｍ 

Ｉ．Ｔ 

Ｓ．Ｋ 

体育 Ｋ．Ｔ 

Ｋ．Ｙ 

Ｆ．Ｋ 

Ｏ．Ａ 

Ｈ．Ｇ 

Ｕ．Ｋ 

Ｈ．Ｒ 

Ｏ．Ｒ 

Ｋ．Ｋ 

Ｙ．Ｅ 

視聴覚 Ｓ．Ｋ 

Ｓ．Ａ 

Ｓ．Ｒ 

Ｈ．Ｎ 

Ｕ．Ｈ 

Ｎ．Ａ 

Ｈ．Ｋ 

Ｅ．Ｆ 

Ｈ．Ｔ 

Ｋ．Ｗ 

給食 Ｎ．Ｓ 

Ｍ．Ｙ 

Ｅ．Ｏ 

Ｃ．Ｕ 

Ｍ．Ｓ 

Ｋ．Ｍ 

Ｔ．Ｉ 

Ｋ．Ｒ 

Ｋ．Ｉ 

Ｋ．Ｒ 

整備 Ｕ．Ｈ 

Ｕ．Ｈ 

Ｔ．Ｔ 

Ｉ．Ｒ 

Ｍ．Ｋ 

Ｋ．Ｍ 

Ｓ．Ｋ 

Ｏ．Ｒ 

Ｓ．Ｔ 

Ｈ．Ａ 

図書 Ｉ．Ｓ 

Ｍ．Ｍ 

Ｏ．Ｙ 

Ｏ．Ｓ 

Ｍ．Ｋ 

Ｎ．Ｎ 

Ｍ．Ｋ 

Ｉ．Ｈ 

Ｏ．Ｈ 

Ｍ．Ｅ 

 

 

 

西東京市立青嵐中学校第２学年 

 

 

西東京市立青嵐中学校第 2学年 

 

令和 6年 11月 1日 第 27号 



合唱コンクールスローガン「天歌夢奏 ～響け歌声 届けこの想い～」 

 

D 組  Ｓ．Ｋ 

 

僕は合唱コンクールで学んだことが３つあります。 1 つ目は役目のことです。僕は今回初めてパートリーダー を努

めましたが、想像していた何倍も難しかったです。練習でみんなをまとめるのはもちろん、パートの音取りや CD の準

備などの仕事もありました。どの仕事も責任感がえげつなかったです。でも、やりがいはあり、注意したりアドバイスし

てるうちに楽しくなってきて またやりたいなと思いました。 2 つ目は練習の取り組みです。練習では、声出しをしたり

本当の音を何回も聞いて歌ったり、整列の順番で歌ってみたり、とにかくたくさん歌いました。途中、ふざける人もい

たし、替え歌で歌う人もいました。ふざける人は注意しても聞かないし、 替え歌を歌う人はなんど注意しても無駄で

した。それでも諦めずに注意すると、どんどんいい感じになりました。 3つ目は本番でのことです。一年生は最初から

レベルが高く、少し焦りました。みんなすごくいい合唱で、自分たちの番が近づいてくるにつれどんどん不安な気持ち

になっていました。でも、いざ自分たちの番になると「やってやるぞ！」と 思いました。段に上がったら頭が真っ白にな

ったけど、練習でふざけていた人たちがしっかり声を出していて、びっくりして自分も喉から声が出ました。その時、

『これが団結か～』と感動しました。この３つのことから僕は、団結の大切さと努力は絶対裏切らないということを学び

ました。結果は１位にも２位にもなれなかったけど、とても楽しい合唱コンクールだったな、と思います。 

 

C組  Ｈ．Ｇ 

  

10月 12日、合唱コンクールがあった。曲は、課題曲『時の旅人』、自由曲『結』だった。 

『結』は仲間と協力する絆がテーマだ。伴奏も合唱も難易度が高く難しい曲だった。合唱コンクール実行委員、各パー

トリーダー、指揮者、伴奏者が決まってやっと練習が始まった。初めは、少しぎこちない感じだったけれど、最初にして

は上出来で、みんな、「もしかしたら優勝できるかも」と、がんばっていた。何回か練習して、自分たちのどこが苦手な

のかとか、こうした方が良い、などと分析していくうちにどんどんうまくなっていった。だけど、男子の中で練習中にふ

ざけてしまう人が少しずつ増えていった。自分も少しふざけてしまった。そのせいで、実行委員が困ったり、曲がズレ

たりしていった。C 組がちゃんとやっている人とふざけている人の２つに分かれていた。そこで、中山先生が男子全員

に「きちんとやれているのか、このままでいいのか」という話をした。そこで僕は、「ちょっとふざけちゃった、実行委員も

困っていたな」などと考えさせられた。 

僕はみんなの心が読めるわけじゃないけど、みんな同じことを考えている、となんとなくわかった。この話し合いの

お陰で、次の練習はみんな真剣に取り組んでいた。またクラスが一つにまとまった。これこそ、結だろう。そこからまた、

どんどんうまくなっていった。リハーサルでは、『時の旅人』はいい感じに歌えた。でも『結』は伴奏、指揮、声が結構ズ

レていた。その後、みんなでどこがズレているのか話し合ったり、そこを何回も練習したりした。そして本番、みんな頑

張って歌った。結果、C組は賞はもらえなかったけれど、今までで一番うまかったし、きれいにそろっていたと思う。 

この合唱コンで２－Cの絆は深まり、良いクラスになったと思う。 


